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長期的分析（夏季後） 長期的分析（冬季後） 

平成 16 年 3 月から平成 24 年 9 月(8.5 年間) 平成 16 年 3 月から平成 25 年 3 月(9 年間) 

  

・ 開口部では局所的な洗掘が生じている． 
 

・ 開口部では局所的な洗掘が生じている． 
 

平成 16 年 3 月から平成 25 年 9 月(9.5 年間) 平成 16 年 3 月から平成 26 年 3 月(10 年間) 

  

・ 開口部では局所的な洗掘が生じている． 
 

 

・ 開口部では局所的な洗掘が生じている． 
 

図 3.3.10 標高差分図(平成 16 年 3月を基準)  
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長期的分析（夏季後） 長期的分析（冬季後） 

平成 16 年 3 月から平成 26 年 9 月(10.5 年間) 平成 16 年 3 月から平成 27 年 3 月(11 年間) 

  

・ 開口部では局所的な洗掘が生じている． 
 

 

・ 開口部では局所的な洗掘が生じている． 
 

平成 16 年 3 月から平成 27 年 9 月(11.5 年間) 平成 16 年 3 月から平成 28 年 3 月(12 年間) 

 

 

・ 開口部では局所的な洗掘が生じている． 
 

 

・ 開口部では局所的な洗掘が生じている． 
 

図 3.3.11 標高差分図(平成 16 年 3月を基準) 

  



3-9 

 

短期的分析（冬→夏） 短期的分析（夏→冬） 

平成 24 年 3 月から平成 24 年 9 月(6 ヶ月間) 平成 24 年 9 月から平成 25 年 3 月(6 ヶ月間) 

  

・ 夏季の静穏期および人工リーフ開口部への土砂投入(サンドリサイクル)により，洗掘箇所が

1～2m 程度埋め戻されている．また，人工リーフより岸側では，人工リーフの整備，土砂投

入の効果により海底地形は見かけ上，安定傾向にある． 
・ 土砂投入時には開口部の地盤も上昇しているが，その半年後の測量成果によれば，開口部は

再び侵食していることから，短期間に変動する箇所であることがわかる． 
 

・ 再び人工リーフ開口部で洗掘傾向を示すとともに，沖側の海底地形も侵食している． 

平成 25 年 3 月から平成 25 年 9 月(6 ヶ月間) 平成 25 年 9 月から平成 26 年 3 月(6 ヶ月間) 

  

・ 人工リーフ開口部付近で 3m 程度の堆積傾向がみられた． 
・ 土砂投入時には開口部の地盤も上昇しているが，その半年後の測量成果によれば，開口部は

再び侵食していることから，短期間に変動する箇所であることがわかる． 
 

・ 人工リーフ開口部の陸側において局所洗掘(3m 以上)が生じている． 

図 3.3.12 標高差分図  

29,039  土砂投入

（H24.4～H24.8） 

9,683  土砂投入 
（H24.6～H24.7） 

29,040  土砂投入

（H25.4～H25.5） 

9,581  土砂投入 
（H25.6～H25.7） 

4,768  土砂投入

（H25.11） 
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短期的分析（冬→夏） 短期的分析（夏→冬） 

平成 26 年 3 月から平成 26 年 9 月(6 ヶ月間) 平成 26 年 9 月から平成 27 年 3 月 (6 ヶ月間) 

  

・ 人工リーフ開口部付近で 3m 程度の堆積傾向がみられた． 
・ 土砂投入時には開口部の地盤も上昇しているが，その半年後の測量成果によれば，開口部は

再び侵食していることから，短期間に変動する箇所であることがわかる． 
・ 人工リーフ開口部の沖側の堆積傾向が見られる．また，いくつかの時点で開口部の岸側にも

堆積域が見られる．このことから，開口部から沖側に向かって流れる流速や岸側に流れる流

速が開口部の地形変化に影響していると推察される． 

・ 例年よりも少ない土砂投入量（2,178m3）であるが，土砂を投入したにもかかわらず，汀線付

近の海底地形は侵食傾向を示している． 
 

平成 27 年 3 月から平成 27 年 9 月(6 ヶ月間) 平成 27 年 9 月から平成 28 年 3 月(6 ヶ月間) 

  

・ 人工リーフ開口部の沖側の堆積傾向が見られるが、期間中の土砂投入によるものと考えられ

る． 

・ 他の差分図も含めて、開口部の岸側にも堆積域が見られる．このことから，開口部から沖側

に向かう流れや岸側への流れが開口部の地形変化に影響していると推察される． 

・ 人工リーフ開口部の洗掘箇所で，堆積が発生している．リーフ前面に投入された土砂が波浪

によって岸側に移動し、極端に深い箇所が埋め戻されたと考えられる。 

図 3.3.13 標高差分図  

25,191  土砂投入

（H26.4～H26.9） 

7,490  土砂投入 
（H25.6～H25.7） 

2,178  土砂投入 
（H27.1～H27.2） 

25,278  土砂投入

（H27.4～H27.7） 

12,569  土砂投入 
（H27.6） 
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※参考までに，地盤高変動量図の作成時に使用した等深線データを以下に示す． 
 

図 3.3.14 岩美海岸（浦富地区）の等深線図  

平成 16 年 3 月測量  

 

 

平成 23 年 9 月測量 平成 24 年 3 月測量 

  

平成 24 年 9 月測量 平成 25 年 3 月測量 
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図 3.3.15 岩美海岸（浦富地区）の等深線図 

  

平成 25 年 9 月測量 平成 26 年 3 月測量 

  

平成 26 年 9 月測量 平成 27 年 3 月測量 

  

平成 27 年 9 月測量 平成 28 年 3 月測量 
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3.3.4  浜幅分析 
(1)  概要 

当浜幅分析は，前述の分析が『ある年度の汀線を基準とした相対的な評価』に対し、『浜幅の絶対量を示しその変動を評価』するものである。 
本分析では、浜幅の目安を『防護』『利用』から設定をしており、防護面については打上げ高計算より２５m、利用面については海水浴利用の観点から４０ｍに浜幅を設定し、評価を行っている。 
 

(2)  分析結果 
・ No.18～No.23 については、漂砂向きからも堆積傾向にある箇所であり、概ね浜幅を維持している。 
・ 海水浴場として利用される箇所（No.24～No.29 付近）については、近年、利用基準だけでなく、防護基準も下回っており、継続的な養浜が望まれる。 
・ 当海岸東側（No.33～）は季節毎に変動はあるものの，人工リーフの整備効果により、概ね防護面の浜幅 25m を満足している。 

・ 直近（平成 28 年 3 月）においても、特に人工リーフ未整備箇所（No.24～No.29 付近）の背後で後退がみられるため、注視が必要。 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図 3.3.16 養浜後の浸食状況 

 

 
 
 

 
図 3.3.17 現況の浜幅（岩美海岸（浦富地区）） 
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3.4  問題点および今後の方針 
  ・ 未整備区間においては、人工リーフ完成まで、汀線浸食をうけやすい状況となっていること

から、継続的にサンドリサイクルを実施していく。 

・ 昨年度策定した整備方針により、人工リーフの整備を進めていくとともに、進捗に応じた柔

軟な対応をおこなっていく。 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

3.5  測線毎の汀線経年変化（参考資料） 
 

 
図 3.5.1 測量基点の位置（岩美海岸（浦富地区）） 
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